
「相模原市パークマネジメントプラン(案)」に関する 

パブリックコメント手続の実施結果について 

 

１ 概要 

近年の都市を取り巻く社会状況は大きく変化しており、都市公園においては、少子

高齢化や都市構造の変化に伴う利用形態の変容や多様化、施設の老朽化、管理費の増

大等の課題が生じています。 

こうした状況に鑑みながら、公園を都市の資産として有効に活用していくためには、

公園の目指すべき方向性や担うべき役割を明らかにした上で、行政だけでなく、市民

や地域団体、学校、民間事業者等とともに考え方や目標(目指すべき公園像)を共有し、

施設の計画的な管理や、運営のために協力し合い、公園の「質」を高めていくことが

必要です。 

このため、行政や市民、地域団体、学校、民間事業者等が連携し、「みんな」で公

園の「質」を高めていくための道しるべとなることを目的に、「相模原市パークマネ

ジメントプラン」を策定することとしました。 

この度、「相模原市パークマネジメントプラン」を策定するに当たり、市民の皆様

からのご意見を募集いたしましたところ、88人から92件のご意見をいただきました。

お寄せいただいたご意見についての意見募集の概要、ご意見の内容及びご意見に対す

る本市の考え方を次のとおり公表します。 

  なお、いただいたご意見につきましては、具体的な施設に関する要望や今後の取組

に関する要望が多く、今後、施策を具体的に推進する上で参考にさせていただきます。 

 

２ 意見募集の概要 

 ・募集期間  平成28年12月15日（木）～平成29年1月23日（月） 

 ・募集方法  直接持参、郵送、ファクス、電子メール 

 ・周知方法  市ホームページ、公園課、各行政資料コーナー、各まちづくりセンタ

ー(城山、橋本、本庁地域、大野南まちづくりセンターを除く)、各出張

所、各公民館(青根、沢井公民館を除く)、各図書館、市立公文書館 

 

３ 結果 

（１）意見の提出方法 

意見数 88人（92）件 

内

訳 

直接持参 1人（1）件 

郵送 2人（2）件 

ファクス 3人（3）件 

電子メール 82人（86）件 



（２）意見に対する本市の考え方の区分 

   ア：計画案等に意見を反映するもの 

   イ：意見の趣旨を踏まえて取組を推進するもの 

   ウ：今後の参考とするもの 

   エ：その他（今回の意見募集の趣旨・範囲と異なる意見など） 

 

（３）件数と本市の考え方の区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 意見の内容及びご意見に対する本市の考え方 

項 目 件数 

市の考え方の区分 

ア イ ウ エ 

① 
具体的な公園施設に 

関する要望等 
86  8 78  

② 今後の取組に関すること 6 1 5   

合 計 92 1 13 78  

通番 意見の趣旨 市の考え方 区分 

① 具体的な公園施設に関する要望等 

１ 銀河の森プレイパークをぜひ残

して欲しい。子どもたちがいきいき

と遊ぶことはもちろんだが、親とし

ても、子どもを安心して遊ばせるこ

とのできる、とても大切な場所であ

る。(同一意見ほか75件) 

銀河の森プレイパークに限ら

ず、子どもがのびのびと安全に遊

べる場所の確保は、大変重要であ

ると認識しております。 

今後は、皆様のご意見を参考に、

公園づくりに取り組んでまいりた

いと考えております。 

ウ 

２ キャンプ淵野辺留保地にある冒

険遊び場(銀河の森プレイパーク)

を活かした計画を希望する。 

銀河の森プレイパークは都市部

における貴重な場所であり、子供た

ちの居場所として、また家庭だけで

はできない様々な体験が出来る場

銀河の森プレイパークに限ら

ず、子どもがのびのびと安全に遊

べる場所の確保は大変重要である

と認識しております。 

今後は、皆様のご意見を参考に、

様々な分野の事業主体との連携に

より、子育て関連施策を推進する

イ 



 

所として、何年もかけて築きあげて

きたものである。 

子育て支援事業にも盛り込まれ

ている。 

しかし、パークマネジメントプラ

ンには「冒険遊び場」の文字が見え

ないので、計画の中に冒険遊び場を

盛り込んで欲しい。(同一意見ほか7

件) 

など、様々な取組を進めてまいり

ます。 

３ パークゴルフは誰もが簡単にで

き、難しい技術も必要なく、そのた

め、徒
いたずら

な競争心をあおることなく

和気あいあいとできるスポーツで

ある。パークゴルフのコースを設置

して欲しい。(同一意見ほか1件) 

パークゴルフに限らず、多様な

世代が楽しめる公園の利活用を促

進することは、大変重要であると

認識しております。 

今後は、皆様のご意見を参考に、

利用者のニーズ等を的確に把握し

ながら、具体的な公園の利活用方

法を検討してまいりたいと考えて

おります。 

ウ 

② 今後の取組に関すること 

４ 基本方針①から④はいずれも良

いと思う。しかし、「人をはぐくむ」

という観点が「環境学習」だけなの

は不十分であると思う。環境学習の

前に、「あらゆる世代の人々、特に

子どもと若者が遊びを通して自然

や人に働きかけることで主体的に

学べる場所を確保します」を加える

べきである。 

「子どもから若者まで切れ目な

い支援を担う場としての公園」を位

置づけると、「子ども・若者未来局」

を新設する相模原市の政策と一致

する。 

具体的には、平成24年度から淵野

基本目標2の「人と地域をはぐく

みます」につきまして、基本方針

の①から④の全てが、「人をはぐく

む」ことに繋がるものであると考

えております。 

また、銀河の森プレイパークに

限らず、子どもがのびのびと安全

に遊べる場所の確保は大変重要で

あると認識しております。 

こうしたことから、今後は、皆

様のご意見を参考に、様々な分野

の事業主体との連携により、子育

て関連施策を推進するなど、様々

な取組を進めてまいります。 

イ 



辺公園で実施されている「銀河の森

プレイパーク」の活動実績を、相模

原市パークマネジメントプランに

反映させるべきである。最低でも、

基本方針④施策２－５「様々な分野

の事業主体との連携の強化」におい

て、「NPOと協働したプレイパークの

運営」「子どもや若者の遊びと学び

の拠点」として「淵野辺公園の銀河

の森プレイパーク」を明記するべき

である。 

５ アンケートで児童生徒の57%が

「みんなで公園のお花を育てるこ

とや、公園の掃除をする活動に参加

したい」と回答していることを受

け、公園で実施可能な事例として、

花を育てるといった内容の課外活

動を小学校で行うことを提案する。 

地域密着の意識向上だけでなく、

環境への理解といった効果も期待

できると考える。 

公園は、地域の交流の場、環境

を学ぶ場等の多様な機能を持って

いると考えております。 

小学校などの団体が公園の管理

運営等に主体的に携わることが可

能となるよう、様々な分野の事業

主体との連携による取組を進めて

まいります。 

イ 

６ 公園を適正に配置することも非

常に大切ではあるが、統廃合は慎重

に行うべきである。統廃合は公園の

数が少なくなるため、過度にしすぎ

ては需要に対する供給がかえって

不足してしまう。 

そのため、統廃合を具体的な取組

として記載する際には「十分な調査

及び検討の上で」との明記をする必

要があると考える。 

公園の統廃合の検討を行う際に

は、周辺状況やまちづくり計画と

の整合性、誘致圏等、十分に調査

及び検討すべき事項が多いと承知

しております。 

ご意見を踏まえまして、文言の

追記をいたします。 

ア 

７ 近年、子供が真の自然の中で自由

に遊べる場所は非常に少なくなっ

ていると感じている。 

今回のプランの対象となる場所

には、自然豊かな場所が含まれてお

これからの公園づくりにおいて

は、行政だけでなく、市民や地域

団体、学校、民間事業者等が連携

することで、より一層、公園の機

能や魅力を発揮することができる

イ 



り、非常に貴重な場所と考える。是

非とも、子供たちが自らの責任で、

様々なことにチャレンジできる場

を、民間の団体と一緒に作り上げて

いただきたいと切に願う。 

今日、市民の目は良くも悪くも厳

しく、役所が自らチャレンジングな

施策を進めていくことは、非常に困

難な状況だと思うが、一部の批判的

な市民の声に対応するだけでは、次

世代を担う心豊かな子供は育たな

いと考える。 

うまく市民団体などを有効利用

し、本来あるべき姿を目指してもら

いたい。 

そのためには、子供はもちろん、

子育てで苦しんでいる親にも心安

らげる居場所が必要だと考えるた

め、是非とも、配慮いただきたい。 

と期待しております。 

また、公園は、教育の場、子育

て支援の場となるなど、多様な機

能を持つものと考えております。 

こうしたことから、公園の持つ

多様な機能を効果的に発揮できる

ように、様々な分野の事業主体と

の連携による取組を進めてまいり

ます。 

８ 大まかには賛成するが<価値を高め

><魅力あるものにする>は、行政が

作るものではなく、市民がそう思う

ことが重要であり、作った自然、人

工的なキレイな公園ではなく、出来

るだけ手を入れない空間を市民が

利用していくことで、魅力ある公園

になっていくと考える。シンプルイ

ズベストと昔言った気がするが、公

園づくりもシンプルであるほど利

用価値が上がると考える。お金をか

けない公園がベストである。 

高齢といわれる年代になって、公

園に体力づくりの(高齢者むけの)

器具(例えば鉄棒のような)等があ

れば、毎日利用したい。 

また、樹木のある中にある<銀河

都市公園は、レクリエーション

の空間となるほか、良好な都市景

観の形成、都市環境の改善、都市

の防災性の向上、生物多様性の確

保、豊かな地域づくりに資する交

流の空間等、多様な機能を有する

都市の基幹的な施設であると考え

ております。 

このため、社会状況とともに変

化するニーズを常に把握しなが

ら、子ども達がのびのびと安全に

遊べる環境づくりや、健康増進に

関する日々の取組が行える環境づ

くりなど、幼児から高齢者まで幅

広い世代の方にとって魅力的な施

設となるよう、公園づくりに努め

てまいります。 

イ 



 

の森プレイパーク>は、子ども本来

のもつ力を十分に発揮できるすば

らしい遊び場である。市内のあちこ

ちに遊び場を増やすことも望まれ

る。<銀河の森プレイパーク>は市の

誇るべき子どもの遊び場である。 

９ 隣接する小規模な公園は、1ヶ所

に集約し、別の場所に大規模な公園

を作る方向とし、その際には、親子

3代が利用出来る「テーマパーク的

要素」を取り入れた公園にし、年間

を通して各種のイベントが開催で

きるように工夫された物として欲

しい。例えば、公園の一角には、資

料館的な建物を作り、タブレット等

を用いて相模原市の学校や自治会

の紹介等、特徴や魅力を伝えるよう

にする。 

更に、現在高齢者の間で人気の高

いパークゴルフ及びグラウンドゴ

ルフ等が出来る設備を備えること

で、口伝えにより来園者の増加が見

込まれると同時に、健康増進及び医

療費の低減にも繋がるものと考え

る。 

公園の統廃合により、 1 箇所当
たりの面積の増加による多様な利

活用が推進できるものと考えてお

ります。 

公園を利活用した本市の魅力向

上や健康増進等の多様な機能が発

揮できるよう、公園の統廃合を検

討してまいります。 

イ 


